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健康をサポートするお話を聞いたり、カラダを動かして心

身ともに健康長寿をめざしましょう！

● 日 時：7月21日（木） 10時～11時半

● 場 所：立岩交流センター

● 参加費：無料 ●対 象： 一般成人男女

● 持参品：運動しやすい恰好・飲み物・バスタオル

タオル

※定員に余裕がありますのでお電話でお申込みくだ

さい。 ≪平日9時～17時 土曜日9時～12時≫

立岩地区まちづくり協議会＆

『健活講座』明治安田生命コラボ事業

立岩地区まちづくり協議会・立岩交流センター主催の講

座がオンラインで受講できます。

「…といってもどうすればいいの？」という方のために

『ZOOM講座を受講するために』を開催します。

お電話でお申込みください。

● 日 時：7月14日（木）10時～11時

7月20日（水）14時～15時
※定員各回5名程度 参加費無料
※ご都合が合わない方はご相談ください。

『ZOOM講座を受講するために』

開催日 ： 令和４年１０月３０日(日)
時 間 ： １０：００～１４：００
場 所 ： 立岩交流センター

① 立岩地区にお住まいの方、店舗をお持ちの方

※お申込みが少ない場合は立岩地区外もOKです！
② 手作り品、仕入れ品どちらでもOKです。

応募条件

③ 飲食品に関しましては営業許可を取り販売されていて
持ち帰れるもの。(その場での飲食はナシ。)

※まずはお電話でお申込みください。
その後、申込み用紙にご記入いただきます。
⑥ 出店者駐車場あります。
※当日は駐車場にキッチンカーが
入ります。

④ 区画料などの賃料はありません。
⑤ 申込期間 *立岩地区内・・・7月5日（火）～

*立岩地区外・・・7月12日（火）～
※受付時間 *平日 9時～17時

*土曜日 9時～12時

た い
て

２０２２

月号
だより

７月休館日

３日(日)・１７日(日)

毎回大好評の「たていわマルシェ」、新規出店者を募集いたします！
地域の方とふれあいたい方、どしどしご応募ください。

14日 ふれあい弁当
婦人部長会議

15日 子育て講座
19日 熟年者マナビ塾
21日 健活講座
22日 子育て講座
26日 熟年者マナビ塾

28日 SDGs研修会
（教職員対象）

今月の行事予定

わ
立岩地区敬老会中止のお知らせ

編 集 発 行

令和４年７月１日発行

第 号５２
立岩交流センター

新立岩8番13号

23-6000
FAX 23-6001

1日 子育て講座
4日 SDGs出前講座（立小）

中学生ヨガ
子ども会定例会

5日 熟年者マナビ塾

7日 ネット・民協定例会
8日 地区連
12日 熟年者マナビ塾

～お申込み ～

立岩交流センター

☎0948-23-6000

新型コロナのワクチン接種が進んだとはいえ、未だ感染
状況が収まっているとはいえず、今年度も『立岩地区敬老
会』につきましては、やむなく中止することになりました。
楽しみにされている方々には大変申し訳ありませんが、ご
理解のほどよろしくお願いいたします。

また、皆様と元気にお会いできる日を楽しみにしています。

● 日 時： 7月22日（金）10時～11時15分

● 場 所： 立岩交流センター2F
第2研修室

イライラしてつい怒ってしまう...

そんな気持ちをコントロールするトレーニング

です。

● 日 時： 7月15日（金）10時～11時15分

● 場 所： 立岩交流センター2F
第2研修室

※託児あります。※材料費1,300円

あかちゃんのシューズをまとめて留める
クリップ作りをします。

子育て講座「あいあい」

対 象：0歳～６歳までの
保護者 定員6名

受付日：
立岩地区…7月4日（月）

立岩地区外…7月7日（木）

※お電話でお申込みくださ

い。≪平日9時～17時
土曜日9時～12時≫

※9時半～12時半まで開放
していますのでごゆっくり
お過ごしください。

※託児あります。

※ZOOM配信あります。



今月のサークル案内

【月曜日】
★ヨガＡ・・・・・・4 11 18 25

★洋裁1・2・・・・4 18 25

★囲碁3・・・・・・4 11 18 25

【火曜日】
★ヨガＢ・・・・12 19 26

★おしゃれ絵手紙・・・12

★社交ダンス・・・5 12 19 26

【水曜日】
★日舞・智賀・・6 13 20 27

★着付・・・13 27

★歌謡1・・・6 13 20

★3Ｂ体操・・・6 13 20 27

★華道（水）・・・13 27

【木曜日】
★フォークダンス・・7 14 21 28

★華道（木）・・・7 21

★ヨガＣ・・・・・・7 14 21 28

【金曜日】
★木目込1・2・・・1 15

★囲碁１・2・・・1 8 15 22

【土曜日】
★歌謡2・・・・・2 9 16

季節のお花とハーブを使った寄せ植えを製作しませんか。
また、製作した寄せ植えを長持ちさせる方法や、ハーブの活用方法を学びます。

●日 時：7月23日（土）10時～

●場 所：イイヅカコミュニティセンター

●対 象：大人向け（お子様同伴も可能）

●定 員：15組 ●材料費：2,500円

【持ってくるもの】

エプロン・マスク・ハンカチ・飲み物

●申込み・問合せ： 7月5日（火）9時～ 電話にて受付（先着順）

生涯学習課 ☎0948-22-3274

※コロナウイルス感染拡大の影響により中止する場合もございます。

 

マグネシウムと塩水で発電して動く、燃料電池カーを作りませんか。
夏休みの自由工作にもぴったりです。

●日 時：8月6日（土）10時～

●場 所：イイヅカコミュニティセンター ●定 員： 20組

●対 象:小学校低学年（保護者1名同伴） ●材料費：1,300円

【持ってくるもの】 マスク・飲み物

●申込み・問合せ： 7月20日（水）9時～ 電話にて受付（先着順）

生涯学習課 ☎0948-22-3274

※コロナウイルス感染拡大の影響により中止する場合もございます。

●対象者：おおむね60歳以上の市内居住者

●場 所：飯塚市シルバー陶芸教室（伊川82番地45）

●日時・受講料 A班：第1・3水曜日 10時～16時（月4,800円）

B班：第1・3火曜日 10時～16時（月4,800円）

C班：第2・4水曜日 10時～16時（月4,800円）

D班：第3木曜日 10時～16時（月2,400円）

E班：第2火曜日 10時～12時半（月1,200円）

●内 容：陶芸の制作、学習 ●受講期間：令和5年3月まで

●申込み方法：申込み書を高齢介護課窓口にご提出ください。

（申込み書は市ホームページからダウンロード可）

※電話での受付は行っておりません。

●問合せ先： 飯塚市役所 高齢介護課（本庁1階） ☎0948-22-5550（内線1146）

陶芸教室受講生募集
市内在住のおおむね60歳以上の方を対象に、老後を健康で豊かな生きがい
あるものとすることを目的として「陶芸教室」を開催しています。

皆様の

申込みを

お待ちして
います！

講座の開催について

講座の開催について

飯塚市役所地域公共交通対策課 ☎0948-22-5500 内線1441・1442

コミュニティバス運行事業者 筑穂・高田線 （有）Shonai観光 ☎0948-83-1000

宮若・飯塚線 誠心物流（株） ☎0948-96-4881

コミュニティ交通の運行について
大雨、台風・積雪などの悪天候や道路状況によりコミュニティバスが事前の

通知なく、急きょ運休となる場合があります。
運行状況については市役所もしくは各運行事業者にご確認ください。

【問合せ先】

梅雨に入り、雨模様のうっとおしい日が続いています。
皆さま、お元気でお過ごしでしょうか？

ウクライナにおける戦闘は止むことなく多くの犠牲者が出ています。
何とか止まないかと願うばかりです。

福岡県では7月を「同和問題強調月間」として、部落差別のない社会
を目指しての取り組みを続けてきました。国は2016年に「部落差別は
いまだにある」「部落差別は許されないものである」ことを明記した
「部落差別解消推進法」を制定しました。2018年に飯塚市が「飯塚市
部落差別をはじめあらゆる差別の解消の推進に関する条例」、2019年
には福岡県も「部落差別解消に関する条例」を制定しています。法制
化は進んでも、結婚差別やインターネットによる差別事象は後を絶ち
ません。国連の人権機関からも勧告を受け続けている「部落差別問
題」。私たち一人ひとりが「差別する側」に立たないと認識していか
なければと思います。

飯塚市では「強調月間」講演会を7月に開催してきました。今年は7
月2日（土）と7月11日（月）に、講師は奥田知志さん（NPO法人抱樸理
事長）北九州市でホームレス支援活動をされています。演題：「助け
てと言えるまち～一人にしないという支援～」です。

6月から立岩交流センター・サークルに啓発担当で話をさせてもらっ

ています。今回は「子どもの人権」についてです。少子化は深刻さを

増し、2021年度は約87万人の出生率予想。実際の発表は81万7千人でし

た。飯塚市でも65歳以上高齢化率は32,1％（全国29.1％）、少年人口は

（6～19歳）12.6％です。
その子どもたちを取り巻く環境は、コロナ禍による親たちの経済的

困難によって、いわゆる7人に1人が「子どもの貧困」の状態です。進
学する時や日常での教育にも格差が表れます。児童虐待の件数も増え
るばかりです。「貧困」は子どもの権利条約に保障される、生きる権
利・育つ権利・守られる権利を阻害しています。

私たち大人は社会全体として、少子化の中の子どもたち一人一人を
しっかり守る責任があるのではないでしょうか？

～人権コラム～ コロナ禍の子どもたち。

NPO人権ネットいいづか 人権同和啓発推進員 櫻本 悦子


